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行
政
情
報

　
　

月　

日（
水
）ビ
ッ
グ
バ
ン
に

１１

２１

お
い
て
、市
政
功
労
者
表
彰
式
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。長
い
間
、市
の

発
展
に
寄
与
さ
れ
た
方
々
に
対
し
、

そ
の
功
績
を
た
た
え
自
治
功
労
な

ど　

部
門
で　

人
・
１
団
体
が
表

１０

１１４

彰
さ
れ
ま
し
た
。

《
自
治
功
労
》

阿
部　

善
司　

現 
市
行
政
委
員

伊
藤　

誠
�　

元 
市
行
政
委
員

佐
々
木
定
三　

元 
下
大
街
道
第
一

町
内
会
副
会
長

石
川　

文
彌　

元 
市
行
政
委
員

半
澤　
　

年　

元 
市
行
政
委
員

鈴
木
新
次
郎　

現 
栄
田
第
２
区
長

笹
川　

一
夫　

現 
市
行
政
委
員

日
野　

久
雄　

現 
松
原
町
区
長

菊
地　

新
吉　

元 
吉
野
町
一
丁
目

第
一
吉
野
会
第
２

部
会
部
長

末
永　

秀
雄　

現 
渡
波
町
三
丁
目

区
長

及
川　
　

勉　

現 
大
橋
町
内
会
副

会
長

星　
　

利
幸　

現 
市
行
政
委
員

阿
部　

昭
夫　

元 
表
沢
田
区
長

古
藤
野　

茂　

現 
市
行
政
委
員

松
本　

匠
子　

現 
清
水
町
一
丁
目

町
内
会
婦
人
部
長

後
藤
キ
ヨ
子　

現 
日
和
会
副
会
長

村
上　

幸
子　

現 
緑
町
町
内
会
交

通
防
犯
部
長

伊
藤
ゑ
み
子　

現 
明
神
山
町
内
会

会
計

齋
藤　

征
雄　

元 
垂
水
町
区
長

鈴
木　

勝
江　

現 
日
和
三
丁
目
町

内
会
福
祉
部
長

内
海　

昭
吉　

現 
吉
野
町
一
丁
目

第
一
吉
野
会
事
業

部
施
設
担
当

佐
藤　
　

純　

現 
市
国
民
健
康
保

険
運
営
協
議
会
委

員

《
納
税
功
労
》

千
葉
武
三
郎　

現 
梅
ヶ
丘
納
税
貯

蓄
組
合
長

菅
野　

忠
行　

現 
向
栄
会
納
税
貯

蓄
組
合
長

黒
須　

信
雄　

現 
新
丸
井
戸
納
税

貯
蓄
組
合
長

田
村　

利
雄　

現 
梨
木
第
１
納
税

貯
蓄
組
合
長

阿
部　
　

功　

現 
川
尻
納
税
貯
蓄

組
合
長

遠
藤　

雄
司　

現 
不
動
町
第
２
納

税
貯
蓄
組
合
長

　《
保
健
衛
生
功
労
》　

白
川
冨
士
子　

元 
市
保
健
推
進
員

齋
田
み
つ
子　

元 
市
保
健
推
進
員

小
菅　

悦
子　

現 
市
保
健
推
進
員

丹
野
美
津
江　

元 
河
北
旧
屋
敷
地

区
健
康
推
進
員

早
田　

幸
子　

現 
市
保
健
推
進
員

会
釜
・
大
街
道
地

区
会
長

本
川　

郁
子　

現 
市
保
健
推
進
員

佐
々
木
美
重
子　
 
現 
市
保
健
推
進
員

千
葉
ナ
ホ
子　

現 
市
保
健
推
進
員

吉
田　

敏
子　

現 
市
保
健
推
進
員

伊 
　

健
一　

現 
学
校
医

伊
藤　

牧
子　

現 
学
校
医

齋
藤　

仁
一　

現 
学
校
医

大
山
美
耶
紀　

現 
市
保
健
推
進
員

会
荻
浜
地
区
会
長

阿
部　

洋
一　

現 
学
校
医

鈴
木　
　

肇　

現 
学
校
医

鈴
木　

俊
彦　

現 
学
校
薬
剤
師

�
橋
さ
よ
子　

現 
市
保
健
推
進
員

会
門
脇
地
区
会
長

山
内
く
に
子　

現 
市
保
健
推
進
員

会
山
下
地
区
会
長

佐
々
木
ふ
み
子　

現 
市
保
健
推
進
員

牛
島　

順
子　

元 
市
保
健
推
進
員

�
野　

恵
子　

現 
市
保
健
推
進
員

会
稲
井
地
区
会
長

《
産
業
功
労
》

赤
間　

一
男　

元 
市
北
方
土
地
改

良
区
理
事

佐
藤　

正
昭　

現 
石
巻
か
ほ
く
商

工
会
理
事

遠
藤　

敏
明　

現 
石
巻
焼
竹
輪
工

業
協
同
組
合
理
事

　《
統
計
功
労
》　

澤
田　
　

紀　

現 
統
計
調
査
員

阿
部　

弘
子　

現 
統
計
調
査
員

�
橋　

純
子　

現 
統
計
調
査
員

田
中
と
み
子　

現 
統
計
調
査
員

大
槻　
　

勝　

現 
統
計
調
査
員

　《
教
育
功
労
》

石
巻
点
字
勉
強
会　

点
字
通
訳
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ク
ル

　《
芸
術
文
化
功
労
》

阿
部　

慶
志　

現 
渡
波
獅
子
風
流

保
存
会
顧
問

�
橋　

新
治　

現 
寺
崎
の
法
印
神

楽
保
存
会
会
長

　《
社
会
福
祉
功
労
》

笹
川
キ
ヨ
子　

現 
蛇
田
地
区
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
友
の
会

会
長

石
森
ち
ま
よ 　

現 
民
生
委
員
・
児

童
委
員

鈴
木　

節
子　

現 
民
生
委
員
・
児

童
委
員

宮
川　

公
子　

現 
「
シ
ニ
ア
の
た

め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
石
巻
」会
長

佐 
 々
木 
た 
か 
子　

現 
民
生
委
員
・

児
童
委
員

千
葉　
　

馨　

現 
民
生
委
員
・
児

童
委
員

大
槻　
　

宏　

元 
人
権
擁
護
委
員

笠
原
よ
う
子　

現 
民
生
委
員
・
児

童
委
員

 

原　

京
子　

現 
民
生
委
員
・
児

童
委
員

鈴
木　

育
子　

現 
民
生
委
員
・
児

童
委
員

阿
部　

敏
子　

現 
民
生
委
員
・
児

童
委
員

佐
々
木
和
夫　

元 
市
社
会
福
祉
協

議
会
河
南
支
所
本

町
支
部
役
員
兼
会

計

岸
浪　

悦
子　

現 
民
生
委
員
・
児

童
委
員

� 

き
ゑ
子　

現 
民
生
委
員
・
児

童
委
員

安
倍
や
江
子　

現 
民
生
委
員
・
児

童
委
員

阿
部　
 

子　

現 
民
生
委
員
・
児

童
委
員

堀
野　

泰
子　

現 
民
生
委
員
・
児

童
委
員

三
浦　

勝
美　

現 
民
生
委
員
・
児

童
委
員

阿
部　

洋
子　

現 
民
生
委
員
・
児

童
委
員

阿
部　

京
子　

現 
市
釜
･
大
街
道

地
区
民
生
委
員
･

児
童
委
員
協
議
会

副
会
長

猪
股　

時
子　

現 
民
生
委
員
・
児

菅

 
多
年
に
わ
た
る
功
績
を
た
た
え
て

　
  　
　

―
平
成　

年
度
市
政
功
労
者
表
彰
式
―

１９
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行
政
情
報

童
委
員

阿
部　

憲
義　

元 
市
社
会
福
祉
協

議
会
河
南
支
所
本

町
支
部
役
員

水
野　

�
雄　

現 
主
任
児
童
委
員

林　
　

久
善　

現 
市
住
吉
地
区
民

生
委
員
・
児
童
委

員
協
議
会
副
会
長

阿
部　

和
枝　

現 
主
任
児
童
委
員

藤
井　

神
龍　

現 
保
護
司

小
野
喜
代
人　

現 
宮
城
県
骨
髄
バ

ン
ク
登
録
推
進
協

議
会
石
巻
支
部
会

長

及
川　

幸
男　

現 
石
巻
身
体
障
害

者「
歩
む
会
」会
長

《
治
安
功
労
》

��
橋 
ト 
ミ
子　
 
現 
市 
交 
通 
安
全
指
導

　
 
隊
石
巻
分
隊
班
長

三
浦　
　

弘　

現 
市
防
犯
協
会
連

合
会
石
巻
支
部
蛇

田
分
会
防
犯
実
働

隊
小
隊
長

庄
司　

俊
美　

現 
市
防
犯
協
会
連

合
会
河
南
支
部
鹿

又
分
会
防
犯
実
働

隊
員

阿
部　

和
男　

現 
市
防
犯
協
会
連

合
会
石
巻
支
部
南

分
会
防
犯
実
働
隊

員

�
橋　

正
尚　

現 
市
石
巻
消
防
団

分
団
長

櫻
井
清
一
郎　

現 
市
防
犯
協
会
連

合
会
河
南
支
部
和

渕
分
会
防
犯
実
働

隊
副
隊
長

�
橋　

哲
郎　

現 
市
防
犯
協
会
連

合
会
河
南
支
部
和

渕
分
会
防
犯
実
働

隊
員

村 
田　

貞 
徳　

現 
市
防
犯
協
会
連 

　
　
　
　
　
　
 
合
会
石
巻
支
部
荻

　
　
　
　
　
　
  
浜
分
会
副
分
会
長

山
田　

幸
雄　

現 
市
防
犯
協
会
連

合
会
石
巻
支
部
釜

大
街
道
分
会
防
犯

実
働
隊
副
隊
長

佐
藤　
　

誠　

現 
市
雄
勝
消
防
団

班
長

及
川
幸
次
郎　

現 
市
防
犯
協
会
連

合
会
河
南
支
部
前

谷
地
分
会
防
犯
実

働
隊
員

冨
士
原　

實　

現 
市
雄
勝
消
防
団

班
長

植
木　

清
也　

現 
市
雄
勝
消
防
団

班
長

赤
間　

文
明　

元 
市
防
犯
協
会
連

合
会
石
巻
支
部
稲

井
分
会
実
働
隊
副

隊
長

山
下　

啓
二　

現 
市
雄
勝
消
防
団

班
長

林　

光
次
郎　

現 
市
防
犯
協
会
連

合
会
石
巻
支
部
石

巻
分
会
防
犯
実
働

隊
員

千
葉　

昭
博　

現 
市
雄
勝
消
防
団

団
員

永
沼　

清
�　

現 
市
雄
勝
消
防
団

班
長

山
下　

重
悦　

元 
市
雄
勝
消
防
団

班
長

阿
部　

敬
一　

現 
市
防
犯
協
会
連

合
会
河
南
支
部
和

渕
分
会
防
犯
実
働

隊
員

山
下　
　

守　

現 
市
雄
勝
消
防
団

班
長

永
沼　

勝
史　

現 
市
雄
勝
消
防
団

班
長

 

村　
　

亨　

現 
市
河
北
消
防
団

部
長

今
野　

秀
樹　

現 
市
防
犯
協
会
連

合
会
河
南
支
部
和

渕
分
会
防
犯
実
働

隊
員

伊
藤　

康
彦　

現 
市
雄
勝
消
防
団

班
長

三
浦　

礼
夫　

現 
市
防
犯
協
会
連

合
会
河
南
支
部
須

江
分
会
防
犯
実
働

隊
員

　《
篤
行
》

阿
部　

勝
夫　

清
掃
奉
仕
活
動
者

○裁判員に選ばれたら、どのようなことをするのです

か？

　次のような仕事をすることになります。

１　公判に出席する（公開）

　裁判員に選ばれたら、裁判官と一緒に、刑事事件の審

理（公判といいます。）に出席します。公判は、できる限り

連続して開かれます。

　公判では、証拠として提出された物や書類を取り調

べるほか、証人や被告人に対する質問が行われます。

裁判員から、証人などに質問することもできます。

２　評議・評決をする（非公開）

　証拠に基づいて、被告人が有罪か無罪か、有罪だと

したらどんな刑にするべきかを、裁判官と一緒に議論し

（評議）、決定する（評決）ことになります。

　議論を尽くしても全員一致の結論が得られない場合、

評決は多数決により行われます。

３　判決宣告（公開）

　有罪か無罪か、有罪の場合どのような刑にするかに

ついての裁判員の意見は、裁判官と同じ扱いになります。

　評決内容が決まると、法廷で裁判長が判決の宣告を

します。

　裁判員としての仕事は、判決の宣告により終了します。

○裁判員は法律のことを知らなくても大丈夫ですか？

　裁判員は、法廷で聞いた証人の証言などの証拠に基

づいて、他の裁判員や裁判官とともに行う評議を通じ、

被告人が有罪か無罪か、有罪だとしたらどんな刑にす

るべきかを判断します。例えば、目撃者の証言などに基

づいて被告人が被害者をナイフで刺したかどうかを判

断することは、みなさんが日常生活におけるいろいろな

情報に基づいて、ある事実があったかなかったかを判

断していくことと基本的に同じであり、特に法律知識は

必要ありません。

　なお、有罪か無罪かの判断の前提として法律知識が

必要な場合は、裁判官から分かりやすく説明されますの

で、心配ありません。さらに、検察官や弁護人も、裁判員

のみなさんにわかりやすい裁判が行われるよう努力し

ます。

○裁判員の守秘義務（秘密を守る義務）とはどのような

ものですか？

　裁判員は、「評議の秘密」を守らなければなりません。

評議の秘密とは、非公開の評議で誰がどのような意見を

言ったかということなどです。後で公にされるのでは、批

判などをおそれて、自由な意見交換ができなくなるおそ

れがあるからです。

　また、裁判員の仕事をする上で知った、事件と関係の

ない個人のプライバシーなどの秘密も、守らなければなり

ません。

　これらの秘密を漏らす行為については罰則があります。

問　仙台地方裁判所　石巻支部　�22－0361

裁判員制度Q&A


